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石桜同窓会
盛岡市長田　町
岩手高等学校内
印刷山口北州印刷㈱

村上照五郎問題会長に代わり
小枝指博副会長が会長に

平
成
1
7
年
度
石
柱
同
窓
会
通
常
総
会
は
、
u
月
1

8
日

へ
金
）
牛
後
6
時
か
ら
盛
岡
市
駅
前
通
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
盛
岡
太
虚
で
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
お
よ
そ
6
0
名
が
出
曜
会
務
報
告
、
決
算
、

予
算
案
が
審
醸
さ
れ
原
案
通
り
可
決
、
か
ね
て
辞
意
を

表
明
し
て
い
た
村
上
頼
五
郎
会
長
に
代
わ
っ
て
、
小
枝

格
博
（
薪
9
畢
刑
ム
葺
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

総
会
は
同
窓
会
事
務
局
の
川

村
庸
二
先
生
（
新
2
4
回
）
の
司

会
で
開
会
、
冒
頭
村
上
照
五
郎

会
長
が
登
壇
し
て
次
の
よ
う
に

挨
拶
し
た
。

「
去
る
2
2
日
東
京
石
桜
会
が

あ
り
、
自
分
も
出
席
、
5
0
名
程
の

出
席
だ
っ
た
。
昨
年
総
会
で
可

決
い
た
だ
い
た
石
桜
同
窓
会
賛

助
会
費
制
度
は
腐
調
に
滑
り
出

し
、
最
近
の
集
計
で
は
約
4
2
7

万
円
が
入
金
さ
れ
て
お
り
、
来

年
の
母
校
創
立
8
0
周
年
を
前
に

大
変
心
強
い
こ
と
で
あ
る
。
2
0

万
円
の
フ
ェ
ロ
ー
賞
も
す
で
に

ト
ッ
プ
は
新
5
回
生
1
グ
ル
ー

プ
、
続
い
て
個
人
7
名
を
数
え

る
に
至
っ
た
。
一
年
だ
け
で
な
く

毎
年
の
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
顧
い
た
い
。

ま
た
同
窓
会
名
簿
も
、
在
庫

が
な
く
な
る
の
で
改
訂
版
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皆
さ

ん
の
意
見
を
よ
く
聞
い
た
上
で

慎
重
に
進
め
た
い
。
」

次
い
で
登
壇
し
た
来
賓
の
岩

手
奨
学
会
・
遠
藤
貫
中
常
務
理

事
は
、
こ
の
春
新
1
7
回
卒
の
伊

藤
勢
至
氏
が
県
議
会
議
長
に
就

任
し
た
が
、
そ
の
各
界
を
網
羅

す
る
お
祝
い
の
会
が
9
月
1
5
日

開
催
さ
れ
、
自
分
も
そ
の
祝
宴

に
招
か
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
学

校
で
は
私
立
校
の
特
色
を
鮮
明

に
打
ち
出
す
た
め
中
・
高
合
わ

せ
て
6
年
間
の
時
間
割
を
考

え
、
大
学
進
学
に
役
立
て
た
い

と
い
う
狙
い
を
掲
げ
た
。
岩
手

中
学
校
へ
の
進
学
に
協
力
し
て

ほ
し
い
と
訴
え
た
。

石
桜
同
志
会
役
員

改
遭
期
に
当
た
り
数
人
交
替

続
い
て
議
長
選
出
で
は
長
谷

川
哲
吾
二
新
1
3
回
）
氏
が
選
ば

れ
、
次
の
塀
で
審
議
に
入
っ
た
。

H
会
務
報
告

日
1
6
年
度
一
般
会
計
決
算
報

告
及
び
特
別
会
計
決
算
報
告

日
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基
金
報

告囲
監
査
報
告

㈲
1
7
年
度
事
業
計
画
案
審
議

閃
1
7
年
度
一
般
会
計
予
算
案

審
議
及
び
特
別
会
計
予
算
案

審
議
掴
賛
助
会
費
に
つ
い
て

㈹
会
員
名
簿
に
つ
い
て

囲
役
貞
改
選
に
つ
い
て

と
続
き
、
決
算
審
議
の
前
に

玉
山
哲
史
（
新
1

1
回
）
監
事
の
監

査
報
告
を
挟
ん
で
進
行
し
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
村
上

照
五
郎
会
長
か
ら
の
辞
意
を
含

め
て
説
明
が
あ
り
、
次
の
よ
う

総会も順調に進行

な
新
役
員
の
案
が
提
示
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

監　　　　 劃　劃　会
垂　　　 ■　 奉妻妾鼻

要　 塞歪雲琴芦星蓋竃

也　　王事史摩也均之夫博

喜書‾重富雷雲畜産霊

総
会
は
以
上
で
ス
ム
ー
ズ
に

閉
幕
し
た
。

今
年
の
懇
親
会
運
営
は

5
・
椅
・
2
5
回
生
の
手
で

新
設
の
石
桜
フ
ェ
ロ
ー
賞
第

t
号
に
輝
い
た
新
5
回
生
を
代

表
し
て
、
柑
上
昇
氏
が
懇
親
会

の
司
会
を
担
当
し
て
マ
イ
ク
を

握
っ
た
。

ま
ず
今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
飾
っ
て
く
れ
る
母
校
吹
奏

楽
部
の
諸
君
を
紹
介
、
平
成

1
4
・
1
5
年
度
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
グ
ッ
ド
サ
ウ
ン
ド

賞
、
16
年
度
吹
葬
楽
大
会
バ
ン

ド
ジ
ャ
ー
ナ
ル
賞
に
輝
く
母
校

現
役
の
1
0
余
名
、
指
揮
は
菊
地

治
雄
校
長
の
あ
と
、
指
導
を
し

て
い
る
永
田
先
生
等
が
駆
け
つ

け
華
や
か
に
、
そ
し
て
力
強
く

会
を
盛
り
上
げ
た
。

3
0
分
程
の
済
葵
の
あ
と
、
新

小枝拍新会長の挨拶

同
窓
会
長
が
新
旧
副
会
長
と
共

に
登
壇
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
を

し
た
。「
私
の
父
は
戸
嶋
先
生
と
同

期
、
ま
た
私
は
、
昭
和
2
6
年
入

学
、
3
2
年
卒
だ
が
、
高
校
2
年

の
と
き
甲
子
園
夏
の
大
会
に
同

学
年
か
ら
エ
ー
ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー

な
ど
4
人
を
送
っ
て
、
8
0
年
の

歴
史
の
中
で
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
た
。
ぜ
ひ
岩
手
中
、
高
校
の
こ

れ
か
ら
を
同
窓
会
長
と
し
て
応

る
。
今
ま
で
特
進
ク
ラ
ス
は
一

つ
だ
っ
た
が
、
特
理
、
特
文
と

分
け
て
5
0
分
授
業
を
4
5
分
に
つ

め
、
折
角
の
中
・
高
一
貫
教
育

を
活
か
し
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
実

績
を
上
げ
、
家
族
特
待
生
免
除

制
度
で
入
学
金
の
免
除
も
考
え

た
い
。
よ
ろ
し
く
応
援
を
願
い

た
い
」
と
結
ん
だ
。

乾
杯
の
音
頭
は
足
澤
至
（
旧

1
7
回
）
元
先
生
が
杯
を
掲
げ
、

祝
宴
に
入
っ
た
。

接
し
た
い
」
。
更

に
菊
地
治
雄
校

長
（
新
1
0
回
）

は
、
「
四
年
間
ご

苦
労
頂
い
た
村

上
照
五
郎
同
窓

会
長
は
、
自
分

に
と
っ
て
は
先

輩
と
し
て
教
師

と
し
て
大
変
お

世
話
に
な
っ

た
。
来
年
度
か

ら
少
し
学
校
を

変
え
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い

…平成16年度クラブ強化育成基金決算雷
i　収入の部

項　　　　 目 決算精 （円） 備　　　 考

繰　 越　 金 3 ．952 ．9 67

寮 管真宗臨界談義媒

0 円 1

利　　　　 手 32

返　 戻　 金 500 ．000

合　　 計 4 ．452，999

項　　　　 目 決算額 （円） 備　　　　 考

教爾後機会補助 0

褒賞金、賀状．表彰楕部 活 勤 褒 賞 194．102

合　　 計 194．102

繰越金　4．258．897円

去
る
1
0
月
2
8
日
開
催
の

石
桜
同
窓
会
総
会
に
於
い

て
、
会
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
会
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄

と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
責
任
の
東
大
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

歴
代
の
会
長
は
ひ
と
し

く
豊
富
な
経
歴
、
識
見
、

手
腕
等
の
持
ち
主
で
、
す

で
に
皆
様
よ
く
ご
存
知
の
、

会
長
と
し
て
全
く
理
想
的

な
方
々
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
浅
学
非
才
の
私

が
、
会
長
の
要
職
を
十
分

に
果
た
す
こ
と
が
出
来
る

か
、
一
抹
の
危
惧
が
無
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
最
善
の
努
力
を
尽
く

し
て
任
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
新
9
回
生
で
、
昭
和
2
6

年
岩
中
に
入
学
、
昭
和
3
2
年
卒

業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
こ
の
時
、
野
球
部
が
夏
の
甲

子
園
出
場
を
成
し
遂
げ
、
同
期

生
で
は
エ
ー
ス
・
ピ
ッ
チ
ャ
ー

相
川
君
を
は
じ
め
、
澤
野
君
、

佐
々
木
君
、
名
久
井
君
が
活
躍

し
ま
し
た
。
卒
業
後
、
r
九
櫻
会
】

と
称
す
る
同
期
会
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
同
窓
生
に
は
今
で
も

「
甲
子
園
同
期
の
何
某
】
と
自
己

紹
介
し
た
ほ
う
が
通
り
が
い
い

よ
う
で
す
。
当
時
、
夢
の
甲
子

園
へ
の
道
を
開
い
た
快
挙
は
、

岩
手
に
岩
手
高
あ
り
と
天
下
に

知
れ
渡
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

誰
も
が
母
校
に
限
り
な
い
誇
り

を
抱
き
ま
し
た
。
創
立
以
来
8
0

年
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
最
大

の
撃
で
あ
り
、
何
時
の
日
か
あ

の
感
動
を
再
び
味
わ
い
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

母
校
で
は
、
来
年
度
か
ら
中

あ
る
自
由
な
学
園
生
活
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
個
性
を
重

視
し
、
希
望
す
る
道
に
相
応
し

い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
人
間
教
育

を
是
非
と
も
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
慮
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

近
年
、
情
報
保
護
が
問
題
提

面
施
行
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護

法
と
の
兼
ね
合
い
で
す
。
学
校

が
主
導
す
る
形
で
は
、
同
窓
会

名
簿
を
作
ら
な
い
と
こ
ろ
が
増

え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
卒
業

ア
ル
バ
ム
も
、
生
徒
の
住
所
は

記
載
を
控
え
る
こ
と
が
多
い
。

母
校
の
改
革
と
発
展
に
全
力
を

石
桜
同
窓
会
会
長
　
小
枝
揖
　
博

高
一
貰
教
育
の
更
な
る
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

創
立
者
二
二
田
義
正
翁
の
目
指

さ
れ
た
、
私
学
な
ら
で
は
の
建
学

の
主
旨
を
具
現
す
る
た
め
に
は
、

中
学
校
の
充
実
を
図
り
、
い
ま
こ

そ
以
前
の
よ
う
な
中
高
一
貫
教

育
の
再
現
を
図
り
、
ゆ
と
り
の

起
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
年
を
取

り
巻
く
環
境
は
生
活
指
導
面
の

取
り
組
み
に
当
た
っ
て
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り
が
壁

と
な
り
、
困
難
の
度
が
増
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
題
を
一
層
難
し
く
し

て
い
る
の
は
、
今
年
四
月
に
全

学
級
の
連
絡
網
も
作
れ
な
い
親

は
、
子
供
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や

保
護
者
の
こ
と
は
殆
ど
分
ら
な

い
。
情
報
の
保
護
が
こ
の
ま
ま

続
け
ば
学
校
と
家
庭
、
地
域
の

関
係
は
ま
す
ま
す
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

個
人
情
報
保
護
法
が
保
護
の

対
象
と
し
て
い
る
の
は
デ
ー
タ

で
あ
り
、
本
人
の
知
ら
な
い
と

こ
八
で
自
分
の
情
報
が
や
り
取

り
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ

の
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。
同
窓

会
や
ク
ラ
ス
の
名
簿
は
、
各
個

の
了
解
を
前
提
に
そ
れ
ぞ
れ
が

し
っ
か
り
管
理
し
っ
つ
、
利
用

目
的
に
合
致
す
る
範
囲
で
使
う

分
に
は
間
選
な
い
と
思
い
ま
す
。

事
実
、
部
活
動
で
は
多
く
が
連

絡
網
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
漏

洩
防
止
へ
転
ば
ぬ
先
の
杖
で
、

は
な
か
ら
情
報
を
持
た
な
い
傾

向
が
、
学
校
の
判
断
か
保
護
者

の
意
向
か
判
然
と
し
な
い
が
、

情
報
保
護
法
へ
の
過
度
な
反
応

は
各
家
庭
の
孤
立
化
や
、
同
窓

生
の
希
薄
化
に
つ
な
が
ら
な
い

か
危
供
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

同
窓
会
会
則
に
も
あ
る
よ
う

に
親
睦
、
交
誼
は
当
然
な

が
ら
緊
密
な
同
窓
生
の
接

点
を
模
索
し
、
母
校
の
発

展
に
如
何
に
寄
与
す
る
か

が
、
屑
も
重
要
で
あ
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
同
窓

会
名
簿
は
こ
れ
か
ら
も
必

要
欠
く
べ
か
ら
す
の
も
の

と
考
え
ま
す
が
、
如
何
で

し
ょ
う
か
。

終
わ
り
に
、
私
学
の
独

自
性
を
十
二
分
に
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、
在
校
生
の
奮
起
を
願

い
、
職
員
・
岩
手
奨
学
会
・

石
桜
同
窓
会
各
位
が
一
丸

と
な
っ
て
、
母
校
の
新
し
い

改
革
と
発
展
に
全
力
を
尽

く
し
、
人
材
育
成
の
夢
を

実
現
す
る
こ
と
を
祈
念
し

て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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灰　　　　 昆　　　　 説 6 tIO ＿O O tI 6 0 【L O n lI
サ　　　　 償〟　　　　 甜 0 8 3 ＿O U O

d l・

l l　 特 別 会 】汁

収 入 の 部

本場　　　 【＿∃ 決　 で王　 北j 斗仁舵 1 6 fF Iq ’二戸壇 常i
一一船 主き．汁 よ り細 入 l U O ＿0 0 U 10 0 ．O D O
着日　　　　　　　　　　 二戸 2 5
i邑i　　　 J道　　　　 命 6 0 U ．のり0 6 0 【）＿0 0 0
■Ⅷ 8 3 8 ＿7 3 8 8 3 8 ＿7 3 とl
グラフ勺艶†ヒ1す成 誠 金 0 0
裾車　　　　 中1　　　 ：＆ 0 0
音　　　　　　 別・ 1 ＿5 3 呂＿7 1霊0 1 ．5 3 8 ．7 －13

支 出 の 都

－　 船　 貪　 詞十　 へ l G t）D ＿0 0 0 1　　　　　　　　 6 0 0 ＿O IIO
老■　　 郡　　 闘　　 将u 】 n l　　　　　　　　　　　　　　　 O
i底　　　 J三遅　　　　 領ケ 1　　　　　　　　　　　 0 1　　　　　　　　　　　　　 0
73 ・　　　　　 肝 1　　　　 6 0 0 ．の0 0 1　　　　　　　 6 0 0 ．0 0 0

平 成 1 7 年 度 予 算

Ⅰ　 －1 位会 ■ナ

収 入 の 部

掛　　　 目 E m 至姐 r　 ‾　 瑚ぎ遷五監三三l
1！■ 1＿1 6 9 ＿0 0 0 l ＿1 3 4 ＿0 （10

人　　　　 毛き　　　　 憎 8 10 J IO II
」宗　　　 ・　 吉－ 脚 3 5 【）＿0 0 0 3 5 0 ．0 0 0
】伊　　　 肋　　　 空き　　　 t■ 1＿0 0 0 ＿0 110 －
一下り　　　　　　　　　　　 －1 1 10 ■
錮陀　　　　 〟麗　　　　 人 2 0 0 ＿2 3 5 2 1 9 ＿5 6 5
彪■　　　　　 月X　　　　　 く診 3 ＿8 0 5 ＿7 5 5 2 4 4 ＿4 3 1
†絆　　　　 入　　　　 力≧ 0 6 0 0 ＿0 0 0

汗■ト 7 ▲3 6 0 ＿0 【ID

支 出 の 部

左き　　　　 こ放　　　　 電■ 7 3 0 ＿0 0 0 7 0 0 ＿O U O
石 桜　 重き　榊 Iy I 寸か 4 0 0 ．0 0 0 2 50 ．0 0 0
日1　　　 州り　　　　 廿 4 7 （I ＿0 0 0 4 70 ＿0 0 0
J三野　　　　 q j　　　　 浮 1 2 0 ＿U n O 3 0 ＿0 0 0
嘉ち　　　　 lFl　　　　 筍■ 7 6 0 ．0 0 0 6 10 ＿0 0 け
司書　　　　 兼好　　　　 t■ 5 ＿0 0 1） 5 ＿（10 0
礪　　 潤　　 司二　　 三当 6 0 ．U O O 6 0 ＿O l）0
禦圧　　　　　　　　　　 電■ 4 9 0 ＿U O tI 4 5tL U U U
事等〉川上空き　丹十 ぷi 人 10 0 ＿0 0 0
タ ラフ‾塙 イh 僻 IiE 蔦 愈 2 ＿0 0 0 ．0 0 1） 6 0 0 ．0 0 0
予　　　　 例■　　　　 ℡■ 3 2 5 ＿0 0 0 8 3 ＿0 0 0
含　　　　　　 椚・ 7 ＿36 0 ＿0 0 n
ⅠⅠ　 特 別 会 椚・

収 入 の 部

鳶斗　　 l∃ 茶 勾三JW ‾サⅡ 零u J匹h 妃16 年明㍗㌣拝樽 l
－ 轟堕妄手首十よ り■▲入 2 ＿0 0 0 ＿0 0 0 1 0 0 ＿0 0 0
有り　　　　　　　　　　 一子 5 15
返　　　 I三鯉　　　　 愈 0 6 0 0 ＿0 0 0
に ・　　　 LL 9 3 8 ．7 4 0 d 3 8 ．7 3 B
クラフ■強 イヒ甘 J三宅鵜 金 II 0
与野　　　 やT　　　 命 0 0
肴音　　　　　　　　 十 2 ．9 3 8 ．7 4 5
支 出 の 部

－　 般　 ≦き il十　 へ 0 6 0 0 ㌧0 0 0
者 I J沖已　 l印 r　 J剛 2 ＿9 0 0 ＿0 0 0 0
返　　　 J遅　　　　 く玩 0 0
昔　　　　　　 話十 2 ．9 n O ．0 0 0 6 0 0 ．0 0 1）

平成16年度　石櫻同窓会　事業報告
平成16年8月24日　常任委垂艮会　　　於　さのえね支店

於　きのえね支店
於　きのえね支店
於　ホテルメトロポリタン盛岡

於　岩手高等学校応接室
於　きのえね支店
於　弥まもと
於　さのえね支店
於　きのえね支店
於　きのえね支店
於　ホテルメトロポリタン盛岡

平成16年9月14日　監査会
平成16年9月21日　割理事会
平成16年10月15日．総会
平成16年12月　　　　同窓会報発行

役員打ち合わせ
常任理事会
打合会
常任理可事会
監査会

平成17年4月26日
平成17年5月10日
平成17年8月19日
平成17年8月23日
平成17年9月13日
平成17年9月20日：哩弾会
平成17年10月28日　総会
平成17年12月　　　同窓会報発行予定

平成17年度　事業計画
1．指針
母校の繁栄に大いに寄与できる基盤を超える。
2．事簾】什画
（1）母校クラブ括動を積楕的に支援する。
（クラブ強化育成基金の適切な活用）

（2）会員相互の親睦交流を図る。
（支部、地区会、クラス会等の節目を虫祝した無念を盛んにする）

（3）本部と支部・地区会等の連携を図る。
（相互に付蓼報を提供する）

不動 産 仲介 業

電 ヨ 有 限 会 社 リ ン ク ス

桑　 原　 伸　 行 （新22回生）

〒020－0173　岩手郡滝沢村滝沢手業の木沢山405－22
T E L O19－694－1611 FA X O19－694－1610
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初
年
度
は
団
体
石
桜
フ
ェ
ロ

ー
賞
一
団
体
、
個
人
は
七
名
の

方
々
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

石
桜
同
東
金
賛
助
金
責
制
度

H
一
口
二
、
0
0
0
円
と

し
て
同
窓
生
か
ら
賛
助
会

員
を
募
る
。

目
一
回
の
醸
金
が
一
〇
〇

口
の
場
合
及
び
歴
年
累
積

一
〇
〇
口
に
及
ん
だ
場
合

は
、
石
桜
同
窓
会
賛
助
フ

ェ
ロ
ー
と
し
て
石
桜
同
窓

会
長
よ
り
石
桜
フ
ェ
ロ
ー

賞
を
贈
呈
す
る
。

A
　
毎
年
末
発
行
の
石
桜
同

窓
会
報
を
会
員
に
送
付
の

際
、
送
金
振
込
用
紙
を
同

封
す
る
。

B
　
様
々
な
同
窓
生
の
会
合

の
機
会
に
お
い
て
、
醸
金

を
募
る
。

右
横
同
窓
会
費
は
現
在
、
卒

業
時
に
終
身
会
費
を
納
入
し
て

頂
い
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
少

子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少

で
、
卒
業
時
の
終
身
会
費
の
み

で
は
運
営
の
困
難
が
予
想
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
同
窓
会
活
動
を
よ
り

活
発
に
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら

左
の
よ
う
な
同
窓
会
賛
助
会
費

制
度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 石桜同窓会賛助会費至芸だ…己た

－スタート初年度分は、計480万円でした－
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一
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瀬
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佐
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1
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7
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7
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8
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8
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日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
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R
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日
日
日
日
日
日
日
日
日
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日
日
日
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日
日
u
R
二
日
目
目
口
口
R
日
日
日
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8
8
日
日
日
日
日
日
日
日
日
【
口
R
日
日
日
日
日
日
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正　助　10．000円
1■　中　10．000円
正　次　　4．000円
一　郎　10．000円
正　喜　10．000円
孝　10．000円

藤　吉　10．000円
秀　夫　10．0伽I円
伝　明　10．000円
団　－　20，000円
正　1殴　10．000円
秀　夫　10．000円
違J堆　10．000円
常　雄　10．000円
正　幸　10，000円
滋　夫　10．000円
金十郎200．000円
悟　2．000円

正　夫　　2．000円
敵　機　10．000円
l阿　ニ　　6．000円
武　10．000円
滑　j鋭10．000円
昌　二　2，000円
売　二　10．000円

之忠
祐
　
忠
廣
一
金
善
　
蹟
修
正
一
一
　
　
俊
　
　
光
昭
　
忠
栄
弘
和
省

郎　20．000円
昇　　4．000円
助　10．000円
三　　4．000円
博　10．000円
夫　200，000円
き白　10．000円
成　2．000円
舌　　4，000円
夫　2．000円
秀　12．000円
】蛙　4．000円
一・10．000円
三　　4．080円
雄200．000円
晃100．000円
」書　　4．000円
空　200，000円
朗　　6．0（10円
昭　　2．000円
丑　　2．000円
三　　2．000円
典　2．000円
散　20．000円
正　　3．000円
－　10．000円
－　　4．000円
夫　2．000円
造　　4．000円
等　10，000円

昭一郎　10．000円
勘　－　10．000円
貞三月仔　　2．000円
昔　次　2．000円
利　島　20，000円
賢　三　　2．000円
昭　徳　10．000円
籠治郎10．000円
久　也　2．000円
一　郎　2．000円
隆　司　10．000円
啓三郎　10．000円
才　一　　2．000円
啓　介　4．000円
太．良　10．000円
菅　車　　6．000円
益　男　2．000円
和　夫　　2．000円
舞　2．000円

上た之助　50．000円
康　身　2．000円

細l　川　　　豊　5，0的円
卓度　辺　勇次郎　10．000円
村　岡　初　男　　2．000円
井　藤　　　1辱　10．000円
栃　内　重　雄　　6．000円
小　向　啓　介　1．000円
鈴　木　雌　＊　10，000円
志　和　健　喜　10．000円
田　村　純　一　　2．000円
佐1捧　克　巳　　2．000円
石　川　裕　七　10．000円
吉　川　孝　正　10．000円
投　棄　ヂ　宏　4．000円
村　上　照五郎200．000円
近　藤　隷　j穿　10．000円
伊　藤　秀　戴　10．000円
吉　田　光　政　6，000円
山　田　利　昭　　2．000円
川　村　昌　司　　2．000円
上　田　勝　彦　　5．000円
加　藤　　　凛　200．000円
照　井　武　彦　2．000円
佐　藤　岩　夫　10，000円
北　田　昭　三　2．000円
石　川　百　三　　2．000円
田　鎖　清　穀　6．000円
佐々木　敬　一　　2．000円
大　横　義　平　10．000円
小山田．良　雄　10．000円
荒　浜　順　一　2．000円
多　田　豊　彦　10．000円
西　川　重　臣　10．000円
j好　適　真由典　10．000円
吉　田　　　，睦　　2．000円
泉　沢　利　之　　2．000円
中　川　　　　章　10．000円
藤i寧　祐　三　20，000円
秋　卓兵1青　史　10．000円
角　掛　　　武　2．000円
畑　谷　守．良　10．000円
西　島　康　之　2．000円
泉　沢　利　之　　2．000円
藤　雪蓼　祐　三　10，000円
下河原　善l闘郎200，000円
及　川　省　治　　2．000円
立　木　五三　勝　　2．000円
浦　雪中　忠　仁　4，000円
小　林　供一郎　2，000円
浦　田　　　隆　6．000円
城　守　英　羞夢　　4．000円
小　川　義　一　2．000円
細Ⅰ川　好　夫　10．000円
佐　川　隆　二　10．000円
東　野　久　松　10．000円
阿　部　秀　光　2．000円
中　西　英　夫　2．000円
牛　崎　修　治　4．000円
古　川　知　義　10．000円
坂　本　義　邦　10．000円
伊　藤　　　仁　10．000円
叶　山　一　正　　2．000円
高　橋　晴　朗　2，000円
吉　田　柴　－　10．000円
堀　　　孝　範　　4．000円
工　藤　邦　夫　　2，000円
高　木　甘　徳　6．000円
片　岡　　　充　2．000円
田　中　隷　男　　2．000円
近　津　義　一　2．000円
井　田　耕一郎　2，000円
兼　平　甚三郎　　2．000円
4艮　田　専　悦　2，000円
平　井　　　衛　2，000円
竹　花　幽　夫　60，000円
福　井】象　男　　4．000円
田　沼　上　棟　　2．000円
1■　村　廣　輿　　2，000円
工　藤　強　－　10．000円

柑
柑
柑
柑
柑
柑
瀾
l
咽
瀾
朋
朋
瀾
鯛
瀾
瀾
鯛
1
0

回
潤
服
用
服
用
潤
凋
漂
瀾
周
鯛
瀾
瀾
爛
瀾
瀾
瀾
潤
服
用
瀾
畑
朋
瀾
潤
朋
瀾
瀾
瀾
鯛
服
用
側
瀾
媚
姻
㈹
凋
瀾
畑
服
用
瀾
爛
潤
爛
鯛
瀾
瀾
瀾
側
瀾
瀾
瀾
瀾
瀾
瀾
瀾
瀾
瀾

2 山　岸　道　利　　2．000円
山　田　耕　三　2．000円
1惰　谷　賽　彦　10．000円
小　林　藁　宏　50．000円
佐々木　久　夫　10．000円
dq受持　　　博　10，000円
上　原　　　敬　2，000円
」、！荘原　郁　夫　】0，000円
菊　池　敬　意　20．000円
小　川　宏　司　　2．000円
松　岡　直　彦　10，000円
石　井　　　隆　10．000円
青　田　先　手　10．000円
松1棺・腱　五　2．000円
平　井　敬　久　2．000円
福　田　　　賓　2，000円
J魚　沼　紘　應　10．000円
佐　藤　末　吉　10．000円
菅　原　開　凛　10．000円
斉　藤　裕　夫　2．000円
岩　持　一　見　10．000円
小野寺　本】蛙　10，000円
玉　山　哲　史　2．000円
小　原　幸　司　　2．000円
佐々木　墓　七　20，000円
佐　藤　忠　男100．000円
西　山　保五郎　　2．000円
：良　糟　任　j夢　10，000円
青　田　正　範　30．000円
鎌　田　静　稔　10．000円
藤　原　幸四郎　10．000円
鹸英夫・都址夫　10．000円
小苅米　澤　－　6．000円
柴　内　　　l邑　　4．000円
昔　日　久　司　10，000円
遠　藤　健　悦　2．000円
下　田　　　　雪事　　4．000円
佐　藤　　　i光　10，000円
菅　野　　　幸　　6．000円
松　坂　美　事　2．000円
菊　池　利　弥　　2．000円
下斗米　　　宏　30，000円
高　橋　哲　夫　10．000円
補

木

猪

及

高
槻

岩

駒

斉

昆

大
高

佐

武

肥

似

穂

高
遮

藤

田

浬

田
村
去
川
横
沢
瀕
嶺
藤
　
沼
横
廉
廉
田
内
沢
欄
又
村
口
辺

七木田

青　田
工

今

小

滝

玉

中

点

阿
′ト

村

藤
泉
田
浦
山
沢
田
部
野
上
井

武　彦　6．000円
月勝　一　　2．000円

勉10．000円
拡　　2．000円
英　夫　2．000円
大　道　　2．000円
英　宏　60．000円
高　専　2．000円
富　夫　10．000円
碩　司　2．000円
1甘　行　　2．000円
王E　伍　2，000円
弘　盲　10，000円
正　吉　10，000円
秀　彦　10．000円
1浴　4．000円
晃　2．000円

憲　史　10．000円
和　人　2．000円
l邑・甘　10．000円
1甘　之　　2．000円
洋　一　　4．000円
一　書　6，000円
建　2．000円

正　身　　2．000円
博：月嚢　20．000円
宏　10．000円

弘　士　　2．000円
幸　男　2，000円
正　博　10，000円
栄　一　10．000円
聖　朗　　2．000円
義　郎　2．000円
彰　10．000円

孝　三　2．000円

回
回
回
回
国
回
国
回
国
回
国
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
国
回
回
回
回
回
国
回
回
国
回
回
国
回
回
国
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
向
回
回
国
回
回
国
回
回
回
回
回
回
回
回
回

7

7

7

　

7

7

7

7

7

　

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

　

1

2

2

2

3

3

　

4

4

4

　

4

4

4

4

4

　

4

　

4

4

5

5

5

5

5

5

6

7

7

7

8

9

9

0

0

1

1

1

2

1

1

1

　

1

1

1

　

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

　

1

1

1

1

1

1

　

1

1

1

　

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

　

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

二

3

3

3

3

小笠原　常
昔　田　睡

柴　田　騨

山　崎・群

戸　増とl陸

棲　井　一

広　瀬　祐

和　田　應
二　＿上　越

照　井　武

兼　平　俊

中　坪

薄　口】桁

之　10．000円
郎　20．000円
郎　10，000円
治　10．000円
男　　2．000円
男　10．000円
－　　6．000円
通　10．008円
背　10．000円
j夢　2．000円
朗　　2．000円
正　llI，000円
雄　　4．000円

佐　藤　啓二郎　2．000円
J也　戸　輝　雄　6，000円
村　井　紀　之　20．000円
吉　田　勝　次　10．000円
間　瀬　半　裁　10．000円
熊　谷　義　昭　2．000円
竹　原【霹屯　一晩　2．000円
舌　関　裕　平　4．000円

柑
橘
川
田
田
田
澤
島
構
木
原
中
上
川
松
泉
戸
沢
田
部
嶋
木
原

日
　
々
　
　
　
　
谷
　
　
　
　
　
　
　
重
々

中
高
才
浦
鍬
古
藤
小
高
佐
藤
田
村
農
高
小
明
照
武
阿
∧
佐
桑

部
棚
宇
八
水
食
本
井
澤
本
田
山
村
川
村
上
村
山
崎
村
田
構
警
部
村
谷
井
島
板
野

々

　

　

　

　

　

　

　

　

　

々

　

　

　

　

　

　

　

井

佐
安
橘
桜
畑
欄
黒
畠
上
位
川
井
乃
曙
岩
藤
向
高
出
阿
田
金
永
椙
藤
上

－　　2．000円

彦
夫
治
過
失
有
司
夫
夫
一
二
久
郎
錬
均
人
和
寛
光
山
行
士
夫
也
久
美
典
輿
晃
晋
春
夫
哲
宜
一
厳
己
剛
僧
生
享
明
正
俊
一
隆
僧
一
之

克
文
栄
真
正
敬
祥
曹
長
侶
健
公
良
三
邦
　
虚
暮
　
雄
惣
伸
俊
輝
哲
　
　
保
昌
　
　
千
葦
　
市
成
　
弘
　
茂
隆
　
克
　
賽
純
　
　
俊
僧

10．000円
10，000円
2．000円
2．000円
2．000円
10．000円
10．000円
20．000円
2．000円
2．000円
10．000円
2．000円
2．000円
10．000円
10．000円
4．000円
4．000円
10．000円
2．000円
2．000円
10．000円
10．000円
4．000円
2．000円
10．000円
10．000円
2．000円
2，000円
10．000円
20，000円
10．000円
6．000円
10．000円
2．000円
5．000円
10．000円
2，000円
10．000円
2．000円
6．000円
6，000円
2．000円
2．000円
6．000円
2，000円
10．008円
2．000円
2．000円
200．000円
2．000円

和　田　健一郎　4．000円
木川田　真佐輿　2，000円
菅　原　一　也　10．000円
晴　山　禅　悦　　2．000円
西　村　典　久　　2．000円
ノヽ重樫　遭　晴　　2．000円

開
鯛
胴
囲
鯛
網
棚
凋
凋
凋
閃
相
関
舶
個
側
掴
掴
相
掴
咽
側
側
哺
側
噸
側
側
欄
㈹
側
鯛
側
朋
舶
側
鯛
鯛
側
舶
掴
鯛
網
棚
聞
開
聞
閉
鯛
鯛
棚
鯛
鯛
鯛
鯛
聞
潤
瑚
鯛
鯛
鯛
諾
㈱
脚
抑
脚
脚
㈱
脚
伽

下斗米

椒　反

藤　倉

宗
僧
優

智　4．000円
之　　2．000円
革　　2，000円

渡　遥　　　　翠　　2，000円
二工　藤　　　傑　　2．000円
足　滞

古屋敷

佐々木
波　j召

竹　花

一　戸

金　子

富　岡

藤　原

西　村

高　嶋
1梅　谷

弓術　地

tヨ　ロ

寺　田

竹　花

千　葉；

儀　俄
田　【コ

鶴　田

村　井

村　田

中　村

田　中

高　嬬

木　村
高　橋

佐々木

藤　村

宮　崎
川　村

dヽ笠原

石　1宇

富　川

松　尾
山　本

阿　部

村　山

中　沢

小野寺

菅　井

小　野
中　村

岩　間

飢　田

下　旺I

三　滴

藤　澤

林
千　田

加　藤

古　館

下川原

太

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

俊
靖
昌
国
　
眞
柵
大
昌
　
侶
和
昌
和
純
　
雅
昭
　
智
真
仁
♯
大
洋
長
康
成
　
将
　
昌
克
聞
藤
史
翔
茂
　
祐
真
耕
昭
　
正
　
敏
秀
幸
侶
　
邦

睾10．000円
雄　10．000円
明　　2．000円
：文　10．000円
僧　10．000円
晃　10．000円
也　50．000円
1噂　2．000円
知　　2．000円
i告　　2．000円
滅　4．000円
郎　　2．000円
也　2．000円
三芳　2．000円
宏　　2．000円
司　10，000円
基　　2．000円
生　　2．000円
隆　　2．000円
摂　10．000円
貞已　2．000円
介　　2．000円
j夢　　2．000円
－　　2，000円
希　　4．000円
－　　2．000円
構　　4．000円
徳　10．000円
徳　　6．000円
力　10．000円
史　　2．000円
柱　　2．000円
弘　　2．000円
也　4．000円
一・　2．000円
専　　2．000円
呼　10．000円
太　　2．000円
樹　　2川00円
生　20．000円
糊　10．000円
平　　2．000円
次　　2．000円
i監　　6．000円
学　　4．000円
紘　　2．000円
泉　　2．000円
虞宙　10．000円
峰　　2．000円
弥　　2．000円
之　　2．000円
雅　　4．000円
彦　　2．000円

佐々木　草　書半　　2．000円
高　田　紳　也　2．000円
l姻　板：大二郎　　2，000円
近　藤　裕　佑　2．000円
櫻　井　　　　勇　　4．000円
山　良

工　■

適　量轡

佐　藤
和　田

池　野

轟　き■

彰
　
岸
　
伸
正
鞘

男　　4．000円
大　2，000円
夫　　2，000円
光　2．000円
褒　10．000円
幸　　2．000円
′ヽ　　2．000円

5　期　会　200．000円
回　　生　14．000円

割　　 烹

「 こ う 弥 」

盛岡市菜園2の8の36
T E L （623）2 6 2 2

肉　の　デパー ト

丸　　　　　 岩

盛岡市上田一丁 目 7 の ll T E L （6 24）65 65

スタジオ撮影・各種スピード写真・各種カメラ
カラー・D．P．E ・把念出張撮影

フォト M ◎ R l◎ K A 弼

池ノ谷　忠　正
材木町借用金庫向　T E L（622）7457

メンズファッション＆スクールウエア

㈱　 佐　 藤　 被　 服

本　社　盛岡市肴町　T E L　㈹（624）3797
営業所　紫波郡矢巾町流通センター

T E L　㈹（637）2661

大々 、御宴会・御商談等に
御利用下さい。

和食；■地
＝ ：；：菅 の え ね 支 店

盛 岡 市 本 町 通 1 丁 目 1 7－6

電話 622－9346

懐石料理とわんこそばの店
初 はつこま駒

盛岡市八幡町 10－21　　 電　 話　 0 19－6 51－71 84

（盛 岡八幡宮前）
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嵐上郎
講訂国岩手l■ホ讐学校総合体育大全盛同地区千畳大金撞け■
平成17年度春季】峨陸上大会出場
斯掴岩手■j■書手緬合体■大会■り鱒出■
やり投げ幕61泣暮村■★鰹■48m78（薫北大曇出■■1書）
斯蘭書北暮騨膵ト■鱒大会出■
やり投げ勲位■村■tl己■42m82
蠣57回岩手県民体書大食稜上級枝盛内地区予i■大食出■
平成17年鷹♯手県瞳上牧技遭手檀大食出■
第57匝I土手県丘体事大：食陸上丑妓大食出■やり授け漢書j■出
平成17年鷹新人瞳上盛岡地区予遭大会出叫
平成17年度秋季瞳上競技会出■
ソフトテニス部
■3回全車私立五専攣軸ソフトテニス大食出■
第13回闇文近県鞘大食出■†暮l■
オタワラキャッスル杯出■ベスト16
如曲事肺甜■大食ソフトテニス】■妓■字句陣ベスト8
乃心／1弱岩手■毘体▼大食ソフトテニス舵
少年■手鼻3位儀良書Il・加■義久轟Iq馴射出■柳）
平成17年度宮古協会1杯ソフトテニス大食出■
佃人第3位鶉埠一一・縛l・西蠣浩史岨
リー柑1■簡撞化義l中食★平成tT諷腋♯手爪新人ソフトテニス大食地IE予il大
会出■
竃馳鶴巻事■l暮騨柵人大食ソフトテニス■抜出■且体事仙■
イ■人ベスト81地・西欄払ベスト16阿節・千雫租
書32匹l兼北私立ホ捜ソフトテニス遭手lt大食出■団体ベスト16
バスケットボール郎
鶉57回盛岡市民件1■大会優鶉
如由義手れ書棚台輔■大食バスケットボール■技ベスト8
事57回奮手縄丘曝書大食バスケットボール】醜技出■
第51回着手凧ホ尊攣機新人バスケットポーール大食出■
バレーボール錮
ホ57【司岩手縄．■尊事校総合♯’■大食バレーボール牧枝盛用地区予遭大金虻
■
■57回岩手県民体書大食バレーボール札技」盛胃I蝿区予遭大会場■
ハンドボール揮
157回盛伺市民体▼大会出■
ホSTt司鰭手膿▲書学繊椅合体▼大倉ハンドボール妓抜出■
れ19回岩手膿ホ専学校∃折人大食ハンドボールIl抜出■
ラグビー蓼
幕57回岩手1■ホ讐拳絞鶴合体▼大会ラグビー観抜出■Bブロック残留
第57回岩手県民体雷大食ラグビー娩抜出●
粛85回全町高書半枚ラグビーフットボール大食出■
138回岩手県六等孝枝新人ラグビーフットボール大食出■
桑遭揮
禦571司書事件■書攣校ヰ合体▼大食豪i暮ヰ捜ヰl司艶区予遥大食出■
平成け年度市内轟枚・－1瞼■事＋人側柔i暮大食出■事日日匿
斯7畠岩手A■書享議i合体■大食柳■技
■子団体ベストO
t人1脚■3位小笠l■大■（★北大曇出脚）
l鋸暗線ベストも西愴90他線ベスト8井上ベスト16■井
157図岩手県民体1■大会桑主暮l抜放盛岡地区千il大食出叫
131回盛Pl市中攣1女峰合体1■大会桑遭農技
舞子イ■人81kg慮磯鶉内藤書和
事55回薫北▲専学校桑il大会出■
蠣57回倉手Il民体書大食桑】暮蛾抜出嶋無慮別】験■12位小笠硬大■
事38回篇手I■1尊攣】絞l・2年体1別条1遭手4t大食出■
平成け年女盛岡市中筆概新人大食豪暮洩枝川g級優t■内■清和
鶉45回書錨地方彙遭三戸大食出■
十十十
蠣291司北Il旗書t鋼i暮大食ベスト16
第57回盛岡市民体雷大会欄11且抜出■
第57回鰭事l■ホ専学校総合体書大食j暮Il抜出l●l】体ペスト16
ホ57画岩手県民体雷大棚i暮Il技出qlヨ体ベスト16
138回三陸迫＃1甘眞遭手l事大会出■
事551司盛岡地区鋼遭大食出叫
15凪秋季■専学校一間鋼壇■成食事加
蠣l国銅■旗争t轟尊攣校銅遭大食出■

書目目頭「■鍋井手総体jl己念l■専攣椴事l遭大食出叫
山岳卿
♯3匝l欄慮岳丑山マラソン大食　事l位服揮　幕2位1可節　事4位石壌
1■5位近月l！■6位小野専
削憫警手れ轟騨騰合体■大蒜ilu■技　男子団体t■
岩手県クライミングコンペ・岩手l■山岳マラソン大食出l■
禦571司岩手県馬体書大食山岳最捜
クライミング2位8チーム　縦走2位○チーム

平成け年よ　せ手■■■拳i扁人夫芸王山搬出●
手芸三示ilt　＝了丁．ム≒寅吉1位

平成17年度岩手縄クライミング遭手1■大食出■
少年男子の節　lせ近鳥　2位小野寺　5位iUl16位石壕、久保田

平成17年度全軍嘉等学校総合体雷大食（インター八イ）

豊山競技男子縦走第5位

テニス即
事57匝】岩手県ホ讐攣I交織合体▼大食テニス】吐紘一網地区予欄（平成17年度
4円市民体■大食）
血警手■■書手童合体■大食テニス義技
l『体tl■（責北大食・インター八イ出■欄■■）
！■子シングルス　t■　谷地＃人

（書北大会・インター八イ出嶋聯）
井手タフルス　　t一　番地竹入・由醜鵬

（暮北大会・インター八イ出■書義持）
準優砂　上IT田内鷹太・ホ疇重油姐

書棚：化■書攣校テニス；■手品人孟l弔ヰベスト0
■子ダブルス　j■t■　円虚■・等傭人ヰ

樅匹l全音暮騨㈱合体■大書テニス】■続出■
幕27国井北中攣生テニ入遭手嶋大会鶴■
1■121司岩手縄秋季ジュニアテニス大食出■

シングルス事l位　戸井ロー矢
■22匝l岩手l■ホ尊学校一年生テニス遭手嶋大食

シンク■ルス王事優■　エ書　稽
ダブルス柵井　エ■将・鶴田知肴姐

全日本ジュニアテニスid手書■大食2005出1■
■27回★北ジュニアテニス遣手l■大食出」●

16Jt以下シングルスベスト8　■竹重滋
ダブルス．書3位　　上打円内t太・♯l■圭濃l且

ベスト8　エ■将・戸井ロー矢嶋
は■以下シングルス導優書　　谷址楕人
ダブルス　ベスト8　何蓼■・青嶋櫓入組

如才由i書手脚体■大義テニス■按
少年舞子　シングルスt■　谷地相人　事t書嘉三三監

ダブルス　t■　谷地♯人・1■攣壬鱒
事t■阿桝・1■日暮人や

事釘屈岩手県ホ専学校新人テニス大食盛事■地区予遭大会場叫
平成け琴丘鶉訂画右手蠣■糊人テニス大食脚Ⅰ司圭t■堀■校テ
ニス大食葛事■大童

舅子何体　柑
貞子シングルス　t■　　谷地彬人　事t■l■宰三三三

幕3位．欄皿1人
月号ダブルス　　tI　　等地糟人・上打El内■太

坤t■　脚・エⅢ
l相田■人・阿れl槻

平成17年胴十北事佼テニス大食・斬欄全t■■櫨暮校テニス★北地
区大食

■子8体体　攣哩
水泳鬱
斬掴書手蠣l轟■孝義撼合体■大童水泳■鰻出■
サッカークラブ
蠣571可甘辛膿l■専攣1交織合体■大食サッカー牧枝盛岡地区予il大食出■
第571司岩手l■丘体1■大食サッカーtl托盛閂地区予遭出■
書04Ⅰ司全lE轟■専攣校サッカー・；■手嶋大会土手傭大食出■　ベスト16
スキー鬱
土手爪アルペンスキー・l己嚢l競技食

近l■t紀　G S7位／糾　　柏木大地　S L43位／83
G S31位／84

全日本スキー連盟8瞼公隠秋田八l■平スラロームスキー大食出■
＃47匝I月山G Sスキー娩捜食
．■校素子　禦12位田口　事16位．■惰　♯引仕■Jll

書目引佐小野寺　■7位l可龍
中華舞子　れ13位近■　■22位柏木

十　　十十

れ52回】■季兼北地区l■専撃牧野鐸岩手県大食盛岡地区予il出■
事87回全沌ホ専攣枚野球遣手檀土手大倉出■
纂58【司秋季★北地区一■鴨筆枚野球甘辛県大会4円地区予遭出■
喝義持・扶群
書27回右手れ1讐攣枚糟儀大量
！■子団体≠■（3年；■繍引那引　（圭t■大女出職紳）
男子団体8線れ3位
！■手■人■lA牡攣t■　エ■元（全t■大食出■脚I

ベスト8　野里臨
書田河全斗嘉書棚暮禦毒手■大食
弟子団体　ベスト8　谷書・山■・爛辺　姐
井手■人蠣鶉8位　伽（主幹大食出嶋聯）

平成け年正金F中攣生；■州禦警手書手玉大食
事t】■　…■口麒允（全1小中事生大食および全色醐出WI
平戚17軸葛事剛t王■l A紳t書工暮元　事4位野里lB

ベスト8佐々木裕太靡
平成17年オ久慈■所段位認定将棋大会

l■段の＄ペスト8エ】■元
三段位獲得欄膚1覆書it口跡允
初段位穫胃散蠣三世tIt曝、今井孝之

平成け年Jr北奥羽慮暮遺手欄大食虻■
文節科学大臣僻欄l回小・中学生将♯団体Il出■
■ll司★日本各市対抗環暮棚大会出■
ホ30匝1全国中華生将棋名人戦出1●　ベスト32；■口跡九
大山名人杯稲慎大食出】●　青魚A級　13位　工鼻元　書段別岨1暮1■i■R
n允　■敵組　蠣3位野里曝
書2tlI司全屯オール攣生塀償遥澤欄一卦体l比出場　本校ホ3仕
事用回毒手■1讐挙嶺文化軋鮎弥■新人大童

男子■人鴫攣t■】■at太打
線位l敗全書荒川撞く★北大食出■t離檜〉
乃子丘体Ilt■

平成17年正大山鷹l■十五世名人アマ王将l輪★北プロッタチ遭大倉
大山♯疇十五世名人杯　ベスト16エ■天王・千旦が■i■　西田明斗
天上将棋大食　中学生の蓼1劃瀞　j西田明斗　鵡1tl■：澤口鯨允

■糾虚毒手轟■■攣捜糟儀新人大食出■
■子tl人鴫　A■　攣t■　工■元（圭I■・★北大会出書棚〉

8線　ベスト8　藤；■集謬
舅子団体戦　A♯　t■　Alチーム　事t】■　A2チーム

8鰻i■償欄静　81チーム　ベスト8　82チーム
幕l　国東北地区書枚劇暮遭手t大食
日Ⅰ休職（鼎対仇の揮）1雷l■（■l：怜：濡辺升大林）
慮仕儀Il・針旺荒川】■

化学邸
】■円市立ことも割消印椚絆りサイエンスラボ1曽事加
事相国モデルロケツ巨到鳳大会出■

■ヰIl技　　Il位倉l暮　　川位白i■
定点着地I1　　9位小笠儒Il位ホ江
パラシュート滞空噌l岬蛾捜　41位小笠冊　9位ホ楕

吹霊薬鬱
平成17年鷹全日本吹霊薬コンクール盛岡穐区予遭大会金★（県大会出■柵
糟書）
平成け年よ鶉　t皿全日本牧榊コンクール岩手■大食金霊（上北大食出場
■1■）
平成川手在れ伯l司全日本吹義巣コンクール上北大食出■
■28回岩手県北マーチングフェスティバル出■（東北大食出■樽績得）
平成I7年度★北マーチングフェスティバル出■
平成け年度全日本欄■‘攣」牧吹賽蕪大食蓼nl■演出■
■柵
書紀凪NHK杯全ql引如数遊コンテスト書手■大食　■作テレビドラマ鬱
rl】■1位（全tヨ大会出■棚■■）
書52匹INHK杯圭司嘉抜放遊コンテスト　■作テレビドラマ蓼n rjt藩j
■作鶉血★士人
績申
平成17年Jt第28回岩手県l事等半枚組合文化禦集術工芸1

絵t■■lM　入1■　量村■允　　正体蓼門　人遺　書田鋼l■
●遭蓼
平成け年度事28回♯羊県■書孝枝縫合文化筆書；暮1
人】■　青田裕行　青田穫　鳥J■義武

写真中
平虞17年J■■281司着手鼎l■書単性総合文化祭ホ24固岩手爪ホ讐攣複写■t
出品
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こ
と
始
め
山

r
l
I
．
！
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l
i
i
；
！
！
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昨
年
9
月
、
校
歌
並
び
に
応

援
歌
の
正
統
な
る
歌
詞
・
曲
譜

の
追
究
と
母
校
の
優
れ
た
伝
統

文
化
の
継
承
を
目
的
に
、
「
石
桜

歌
詞
懇
庭
会
」
が
括
成
さ
れ
た
。

発
足
会
鼻
は
会
長
の
大
坪
幸

平
氏
（
旧
1
7
回
）
他
1

2
名
。
活

動
の
手
始
め
と
し
て
、
先
年
発

売
さ
れ
た
「
校
歌
・
応
援
歌
集

C
D
」
に
関
す
る
若
干
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
会
員
に
試
み
た
。

①
「
校
歌
・
応
援
歌
集
C
D
」

を
所
有
又
は
聴
い
た
こ
と
が
あ

る
か
～
は
い
1
0
い
い
え
2

⑳
そ
の
感
想
は
，
こ

よ
い
7
普
通
4

よ
く
な
い
2
（
複
数
回
答
1
）

③
歌
詞
の
一
部
に
誤
り
が
指
摘

さ
れ
る
が
、
そ
の
処
置
は
～

そ
の
ま
ま
で
よ
い
1

改
め
る
べ
き
1
1

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

は
そ
の
他
自
由
意
見
、
ア
ド
バ

イ
ス
等
と
含
め
去
る
6
月
3
0
日

に
学
校
側
に
提
出
し
、
向
後
検

1

－

●

●

◆

－

▲

▼

－

▲

，

－

▲

▼

、

－

、

●

◆

●

●

●

－

…
石
橙
歌
詞
懇
賠
会

l　‾‾　　　　l

l一．■．■ト一一　　J

討
善
処
痛
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
例
と
し
て
第
四
応
援
歌
の

正
確
な
歌
詞
は
1

一
、
あ
ゝ
永
劫
の
気
に
盗
れ

旺
ん
な
る
か
な
石
桜
は

歴
史
ぞ
薫
る
友
愛
の

兄
弟
こ
こ
に
集
い
た
る

こ
の
日
を
誰
か
仰
が
ざ
る

二
、
起
て
八
百
の
健
男
児

試
練
の
時
は
今
な
る
ぞ

正
気
の
歌
に
轟
け
る

天
地
は
広
し
我
ら
ま
た

高
き
理
病
に
進
む
者

三
、
あ
ゝ
永
劫
の
天
の
下

旺
ん
な
る
か
な
石
桜
は

若
き
息
吹
の
健
児
ら
が

今
を
生
命
の
躍
動
と

進
む
を
誰
か
阻
む
ら
む

因
み
に
こ
の
応
援
歌
は
昭
和

2
8
年
の
作
で
、
本
会
員
の
佐
川

隆
二
氏
（
新
6
回
）
作
曲
、
吉

田
棄
一
氏
（
新
7
回
）
作
詞
に

な
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
よ
り
校
歌
並
び
に
各
応

援
歌
は
、
代
々
の
応
援
団
に
よ

り
歌
唱
指
導
が
行
わ
れ
て
来
た

が
、
歌
詞
の
意
味
や
音
譜
の
正

確
性
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら

ず
疑
問
の
箇
所
が
あ
っ
た
。

仮
に
「
誤
り
」
が
判
明
す
れ

ば
、
作
詞
・
作
曲
者
へ
の
敬
意

と
共
に
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と

な
く
改
め
る
べ
き
と
の
本
会
々

員
の
共
通
認
論
が
今
回
の
提
言

に
至
っ
た
次
第
。
こ
の
こ
と
が

在
校
生
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
卒
業
生
へ
も
些
か
の
標

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
横
田
英
司
・
新
1
1
回
）

生
内
義
夫
先
生
作
曲

水
照
一
先
生
作
絹
の

C
D
・
R
盤
贈
ら
れ
る

昭
和
2
0
年
代
、
母
校
音
楽
の

生
内
義
夫
先
生
は
同
じ
く
国
語

教
師
だ
っ
た
水
原
一
先
生
の
作

詞
に
作
曲
を
し
て
岩
手
中
・
高

創
立
2
5
年
祝
典
歌
を
は
じ
め
岩

手
山
、
北
上
川
を
題
材
に
、
あ

る
い
は
岩
女
寮
歌
等
数
多
く
の

作
品
を
残
さ
れ
た
。
薪
5
回
生

の
畑
谷
守
長
氏
は
新
2
回
生
の

井
藤
博
先
生
、
新
5
回
生
の
安

西
弘
次
氏
、
新
6
回
生
の
佐
川

隆
二
氏
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

こ
れ
を
記
録
し
た
C
D
・
R
を
作

成
、
石
桜
同
窓
会
事
務
局
へ
寄

贈
さ
れ
た
。

■主な合格大攣及び遭鰭先（最近5カ年の状況）
癌 ㌃ 、 、 里 明 喩 1 3 搾 戒1 1 t手心 S l平屯 1 61 平助 7

【四 ・公 立 大 学 】

北 斗 遭 大 0 0 l 0 0

弘　 前　 大 1 0 ○ 0 0

岩　 手　 大 6 9 5 1 1

秋　 口】 大 0 0 2 0 ○

欄l J l　 二大 1 2 ○ 0 ○

山　 形　 大 ○ 2 0 0 ○

兼　 職　 大 l 0 0 u 8

筑　 壮　 大 1 ○ 0 0 0

l■ 浜 lヨ 立 大 1 0 0 ○ ひ

■　 阿　 大 0 0 1 0 8

岩 手 ！■ 立 大 7 1 ○ 2 0

上 月 桝 火 0 0 ○ ○ 1

モ　 の　 他 3 5 2 0 2

合　　　 計 2 1 1 9 1 1 6 4

（私 立 大 串 ）

札　 ■　 大 I 3 0 ○ 4

札 蠣 学 lた大 3 1 1 0 0

此 暮 ■工 十 大 2 ○ 0 0 6

函　 ヰ　 大 l 0 0 ○ ○

■　 ●　 大 2 6 3 6 1

八 戸 工 事 大 ＄ 3 6 3 8

訂 、 、 」 坤 平 鹿 13 平 成 ll 平 成1 5 平 成1 6 平 成1 7

岩 手 lま 科 大 1 3 6 2 0

■ i l l ：火 8 9 13 5 2

富　 士　 大 ‘6 2 8 4 5

★ 化 学 院 大 1 3 16 1 1 5 4

東 北 工 ■ 大 7 3 5 4 1

策 北 禰 祉 大 0 2 2 1 0

石 巻 尊 書 大 6 0 2 2 2

脚 麟 蔵距嶋 大 6 6 6 3 3

い わ き 明1 大 0 2 l 0 2

千 犠 商 科 大 l 1 1 2 ○

★ 山 芋 娩 大 3 t 1 0 0

亜 廿日 匪 大 ○ 0 0 l 0

学 1 日 寛 大 1 0 ○ 0 0

北　 皿　 大 2 0 0 0 0

書　 餅　 大 l 0 】 0 0

用 学 院 大 0 0 0 0 1

工 学 l完 大 l 1 l 0 0

成 ． 城 ． 大 ○ 0 1 0 0

二 松 学 舎 大 l 0 2 0 0

劇 士 鶴 大 1 1 0 0 0

■ i事　 大 1 0 2 l ○

庇　 応　 大 0 0 0 0 1

大学、粗大合格者は準♯生を含む

たす 、－、 J 撃 平成 1 3 平成 川 平成 IS 平心 6 平 成 17

大 正 文 化 大 l l 2 2 ¢

拓　 粗　 大 l 2 2 0 0

中　 央　 大 ○ 0 l 0 0

帝　 京　 大 4 2 5 3 1

★　 揮　 大 0 l l 2 仙

貫 臍 理 科 大 1 0 l 0 1

東 研 経 済 大 1 3 0 3 l

★ 減 員 集 大 1 2 1 0 1

1　 洋　 犬 0 2 2 3 3

臼　 ヰ こ　 大 さ 9 l O 5 5

法　 政　 大 l 2 1 1 0

紳 お目 日 大 3 5 2 3 2

開 責 学 駄 犬 2 5 0 1 1

明　 治　 大 2 0 0 l 0

早 橋 田 大 ○ 1 0 0 1

同 志 社 大 1 3 4 5 5

そ　 の　 他 4 0 4 6 5 9 4 8 5 6

食　　　 叶 1 4 5 1 1 7 1 6 1 1 1 1 1 0 5

短日 偶 大 字 1 5 1 1 8 5 4

大　 学　 校 U 0 0 0 5

書 円 学 校 8 6 7 5 8 9 6 5 1 8

庇　　　 ■ 2 1 1 6 1 9 1 3 1 2
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肌用親一重一重岳誓盛踊醐 荒
瀞 爛 醐 儒 紹 閻 聯 御しあ劇節た東 端屋ど業局鹿　 L■二・：音‾了 r・‾‾■’‾FJ∴ れな当あ場ぶた 、況枚 、願述つ（寄が懇的の中たる的

浴の立木れ省 で細な企務県 も とけ

協たの全上合会月 くこ長束 勲動の遵　 況 まの

　・と的た分お

毒害欝等品完迷走号長与芸語 長㌔宗習窪漂 。よ味束に活現はる閉るる 。全告 、挨拶 に演出郎催 ．時は 撃ち這 晶苧

　氏 会分の 。の回申匝Ⅰ岡己 の門間 憩み　 －リ、■　姜◎二・二▲・二：這・－■9　、．7． ，当　りl J

長 会願 、速 ’上医也 0名ニホ任て会大祝‾■
の で問下藤岩照師岩 人 ユテを著議にうの

参はし れン上成務の賓同 氏でが内

竺カミ組 言孟子害意きく、胤 三豊て讐銅 管鮎 卓 チョ コ‾‘騒 ■」が■ノ‘ ・・震 f 誓葦輔 蔓誓義輝 萱琶亀　　　　　守会 さい協れ 、旧業在名 3 曜開胆水　　　・＝」一「・ つn んる会 、江制医もの名目値江沢　　　　　てのの新会現刺 15 と水参 、でし他市　　　ブ 腺江地区石桜新年会 嘉慧壷重苦夏雲冨闇 雲㌔蓋妻

　　　　 のだ上 く んい内回配新安 はス代 岩加や可‡のか音の 桜　　　　つき前水なのるでの人30 閤会多」へま手者教工学ら頭新新会

と ■1－ ：

　習

亮一 ノ小 J●　　　 回 窓いて同 。夫つ沢 、がい ． 。同サのた旧 、いのの方ん次

■一一一一一　　　 一　　 二　）会　 思意おがあま界良 、　　　　　 ）　 会た村じ　　さて市次支る平　 会 ン時　○制参出軍頃々の長

雛 附 彗＿．岳岳‾岳．岳■離 附 蔓墓蔓芸・
道で付ち今案加従内係今毎 検今に畢告査B O 等合沢校文生窓めた人がル　　 あに遇　　　　　一偏愈 r l■・E A 染 色を是雲　　　　　　上 や 会 上非裁　　　　　　｛ げな判　　　　　　新 てどの　　　　　　9 みい是　　　　　　胃 ∴言」＼　　　　　　期 も異＃i　　　　　　会 の面国　　　　　、‾ で日間

な約裡想な つ援好がて在のよ声 いぼ会関は たで　 て会大

崎つ据 霊たき害毒瀞 蒜 0茎蓋針 警護 萱 讐表書豊 璧 蓋望貼 箸 株式 会社 下 河 原 組
．へたて終出ら華 0てできる現告部あこ らでるい山 ○名了を ’な い 、蹄と役が活と郡 なに間だ

純 情 ’りれ理 こ後るど員り状腐想 間者とう
粧　　 し次つぞに　　と　も思 l の ’況間親　 王竃をL　O　　　 会盛　期　 ○雄顕日岡　期　況先 ’会た ・

雷重要壷重要妻羞講 義整摘 表裏壷宴会等重言会≡藁葺歪離 器≡……‡≡芸善≡芸：≡£冨≡；薫染冨4地肌紬




